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アパレル製品の適切な選択には、着用する人間の生
理・心理の側面から判断することが求められる。本書は、
アパレル製品を企画から生産、流通、消費の各段階で、
人体とアパレル設計の関係に関する知識を正しく理解し、
製品の適否を判断する力や、消費者に適正なアドバイス
ができるような応用力を習得することを目指している。
関連データや、実験方法、トピックスなどを節内に配

置し、興味と理解が得られるように工夫している。また、
重要なポイントについては演習問題を挿入し、理解度を
確認できるようにしている。
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